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本会は、去る 3 月 23 日、宮崎県土地改良会館 4 階研修室にて、会員及び関係者 208 名（う
ち議決権数 150 名）出席のもと、第 60 回通常総会並びに第 60 回土地改良功労者表彰式を開
催した。

通常総会は、前田穰副会長の開会宣言に始まり、丸目
賢一会長が「国、県の施策に適切に対応しながら、設立
60周年という節目の年を迎えるにあたり、これまで、た
ゆまぬ努力により積み重ねてきた技術と経験をもとに、
会員並びに関係機関の皆様のニーズに応えるとともに、
更なる技術習得に挑戦する所存である。これまで以上の
ご理解、ご支援を賜りますよう、よろしくお願いしたい。」
と挨拶した。

続いて、土地改良功
労者表彰式が執り行わ
れ、宮崎県知事表彰団
体 1 組、個人 2 名、宮
崎県土地改良事業団体
連合会会長表彰 19名が
それぞれ表彰された。
その後、石井俊道九州農政局長（代読 : 堀畑正純次長）、河野俊嗣宮崎県知事（代読 : 郡司行敏副
知事）、蓬原正三県議会議長（代読 : 濵砂守環境農林水産常任委員）が祝辞を述べ、来賓の紹介及び
祝電の披露がされた後、田﨑耕平水土里ネット高千穂理事長を議長に選任し議事に移った。
議事では平成 28年度事業報告・一般会計収支決算、平成 29年度一般会計収支補正予算、平成 30
年度事業計画・一般会計収支予算、役員の選任など 7議案について審議が行われ、全議案について承
認された。役員の選任では、役員選考委員による審議の結果、山口長徳水土里ネットえびの市理事長
と中田哲朗宮崎県農政水産部長（平成 30年 4月 1日就任予定）が本会理事に推薦され、総会の場で
報告のうえ承認された。議案審議の後、川野恒道水土里ネット宮崎市生目理事長が要望事項の決議文
を力強く朗読し、満場一致で採択された。
最後に、西川和孝副会長の閉会宣言により通常総会は盛会裡に終了した。

水土里ネット宮崎‥丸目会長

議事の様子 川野理事長による決議文朗読

九州農政局‥堀畑次長 宮崎県議会‥濵砂常任委員宮崎県‥郡司副知事

第60回通常総会並びに第60回土地改良功労者表彰式の開催
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宮崎県知事表彰（団体）
市 町 村 名 団 体 名
小林市 二原土地改良区

宮崎県知事表彰（個人）
市 町 村 名 所属団体名 職 名 氏 名
小林市 市谷土地改良区 理事長 寺師　友二
延岡市 延岡市土地改良区 事務局長 山野内　直

宮崎県土地改良事業団体連合会会長表彰（個人）
市 町 村 名 所属団体名 職 名 氏 名
宮崎市 大淀川右岸土地改良区 理事 津田　　勝
宮崎市 宮崎市北土地改良区 理事長 坂本　中保
宮崎市 南田土地改良区 理事 永野　宏文
日南市 南郷町土地改良区 理事 上村　知己
日南市 南郷町土地改良区 理事 大平　　宏
日南市 南郷町土地改良区 代表監事 柿本　久雄
都城市 師々目土地改良区 監事 相葉　一夫
三股町 蓼池土地改良区 総括監事 福永　廣文
都城市 庄内土地改良区 理事（会計担当） 吉村　嗣義
小林市 二原土地改良区 監事 山田　福雄
小林市 市谷土地改良区 理事 永井　広行
高原町 狭野土地改良区 理事長 新地　和廣
川南町 川南原土地改良区 副理事長 永友　克幸
延岡市 延岡市土地改良区 理事長 原田　博史
延岡市 延岡市土地改良区 理事 横山　延市
延岡市 速日峰土地改良区 理事 早樋　　温
高千穂町 小又川土地改良区 理事 坂本　文雄
高千穂町 下野土地改良区 理事 田辺　菊男
高千穂町 浜之瀬土地改良区 監事 江藤　裕司

第60回土地改良功労者表彰受賞者

郡司副知事と県知事表彰受賞者 丸目会長と会長表彰受賞者
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受賞者

全国水土里ネット第60回通常総会並びに第59回全国土地改良功労者表彰式の開催
全国水土里ネットは、去る 3 月 26 日、東京都千代田区の都市センターホテルにて第 60 回通常総

会を開催し、その後、砂防会館別館「シェーンバッハ・サボー」にて、全国土地改良功労者表彰式
及び農業農村整備事業優良地区コンクール表彰式、21世紀土地改良区創造運動表彰式を開催した。
●通常総会
通常総会では、開会に先立ち、昨年6月に逝去された吹田愰水土里ネット山口会長、本年１月に逝去され

た野中廣務全国水土里ネット名誉会長への哀悼の意を表し、黙祷が捧げられた。
その後、二階俊博会長（代読：高貝久遠副会長）が挨拶した後、伊東真英水土里ネット静岡会長を議長

に議事に移り、平成28年度事業追加報告及び収入支出決算、平成29年度事業中間報告及び補正予算など
13議案について審議が行われ、全議案について承認された。
議案可決後は、総会決議文が事務局より読み上げられ、満場一致で採決された。

●表彰式
表彰式では、はじめに、二階俊博会長が主催者を代表して、「受賞

された皆様は各地域で農業農村の発展に日夜ご努力され、多大な功
績を残された方々ばかりである。その豊富な経験・識見は、これから
の我が国の農業農村を発展させていくうえで非常に貴重なものであ
る。今後とも、地域のリーダーとして、土地改良事業の推進と地域
振興の為にご活躍いただきたい。」と式辞を述べた。
続いて来賓挨拶に移り、齋藤健農林水産大臣が「この表彰が、地域
農業の振興に尽力されている方々の励みになるよう今後も頑張って欲
しい。」、進藤金日子都道府県水土里ネット会長会議顧問が「今回の受
賞をきっかけに、今後も引き続き先進的な取り組みを行い、他の水土
里ネットの模範となっていただきたい。」、宮崎雅夫都道府県水土里ネッ
ト会長会議顧問が「土地改良事業が日本の未来への礎となるよう、表
彰を受賞された皆様の更なるご活躍をご祈念申し上げる。」とそれぞ
れ祝辞を述べた。
その後表彰式が行われ、全国土地改良功労者表彰式において農林水産大臣表彰5地区、農林水産省農
村振興局長表彰3地区、金章38地区、銀章48地区、銅章31地区、個人表彰117名、農業農村整備事
業優良地区コンクール表彰式において農業振興部門8地区、中山間地域等振興部門10地区、21世紀土
地改良区創造運動表彰式において大賞3地区、部門賞4地区がそれぞれ表彰された。（本県からの受賞者
は次のとおり）
本県からの受賞者
第 59 回全国土地改良功労者等表彰
◆団体表彰

〈金章〉　清武町土地改良区（宮崎市）
〈銀章〉　大五郎土地改良区（都城市）

 漆野原土地改良区（小林市）
〈銅章〉　宮崎市南部土地改良区（宮崎市）

 出之山土地改良区（小林市）

◆個人表彰
日髙　強（国富町 : 綾川総合土地改良区理事長）

齋藤農林水産大臣

都道府県水土里ネット会長会議
宮崎顧問

全国水土里ネット
二階会長

都道府県水土里ネット会長会議
進藤顧問
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黒木会長

小岩屋副会長 野崎幹事水土里ネット大淀川右岸女性会会員の皆様

役員の皆様

水土里ネット大淀川右岸女性会設立会議の開催
水土里ネット大淀川右岸は、去る 3 月 29 日、水土里ネット大淀川右岸組合員理事から推

薦された女性 11 名出席のもと、水土里ネット大淀川右岸女性会設立会議を開催した。
本女性会は、昨年 4月 21日に県内水土里ネット女性役職員を
中心に「日本のひなた水土里ネット女子会」が設立されたことを
受けて、大淀川右岸地区でも、女性の視点から農業農村整備事業
の促進を図り、農業の振興及び農村の活性化に努めると共に、会
員の地位向上及び会員相互の共同利益の増進を目的に設立される
運びとなった。
はじめに、丸目賢一理事長が主催者を代表して、「本女性会が、
農業に携わる女性の抱える悩みや問題を解決する機会を作り出す
ことを期待している。また、水土里ネット大淀川右岸としても、
女性会と積極的に意見交換を行い、より信頼される組織づくりに
繋げていきたい。」と挨拶した。
‥続いて来賓挨拶に移り、三好亨二水土里ネット宮崎常務理事が「『女性の力』発揮が重要視される

昨今、本女性会の設立が、土地改良分野や本県農業にとって追い
風になることを期待するとともに、『日本のひなた水土里ネット女
子会』とも交流していただき、農業農村の振興・活性化に繋げて
欲しい。」と挨拶した。
その後、丸目理事長を議長に選任し協議に移り、規約の制定な
ど 2議案について協議が行われ原案通り承認された。これにより
「水土里ネット大淀川右岸女性会」が正式に設立されることになり、
会長に黒木千保子氏、副会長に小岩屋和子氏、幹事に野崎里美氏
がそれぞれ選任された。
本女性会は、5月に水土里ネット大淀川右岸理事との交流会を
行い、管理施設の見学や意見交換を行う予定。

水土里ネット大淀川右岸
‥丸目理事長

水土里ネット宮崎
三好常務理事
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県営経営体育成基盤整備事業天神川地区竣工記念碑除幕式の開催

えびの市土地改良区設立総代会の開催

宮崎県中部農林振興局と水土里ネット一ツ瀬川筋は、事業の完了に伴い、去る 3 月 20 日、
関係者 37 名出席のもと、記念碑除幕式を開催した。
記念碑除幕式は、玉串奉奠などの神事が厳かに執り行われた後、
福井太理事長をはじめ代表者６名により記念碑の除幕が行われた。
除幕式の後は竣工式典と祝賀会が行われた。
地区のほ場は６アールと狭く、一部未整備のため不整形で、農地
集約化が困難であったため、効率的な作業体系が取れなかった。ま
た、水路は用排水兼用で河川も断面が狭小であり、農道も狭かった。
そこで、平成16年度から当事業を実施し、大区画のほ場とそれ

に接した幅広い道路と用排水路の整備が整備されたことで、大型機
械の導入が可能となった。さらには、ほ場の排水性向上、安全で安定した用水の供給により、営農の省力
化が図られ、安定した営農の展開が可能となった。

事業の概要
県営経営体育成基盤整備事業天神川地区

総事業費 1,935,845千円

事業内容

整地工 97.3ha
道路工 15.0km
用水路工 12.7km
排水路工 15.8km
高付加価値 5.0ha

受益面積 98ha

事業期間
平成16年度〜平成29年度
1期 平成16年度〜平成22年度
2期 平成20年度〜平成29年度

えびの市土地改良区は、去る 3 月 15 日、えびの市文化センター大研修室にて、設立総代会
を開催した。

設立総代会では、山口長徳理事長が開会挨拶した後、来賓挨
拶に移り、竹下裕一郎県西諸県農林振興局長（代読 :城ヶ崎浩
一農村計画課長）、村岡隆明えびの市長（代読 :田中義人農林整
備課課長補佐）、三好亨二水土里ネット宮崎常務理事がそれぞれ
挨拶した。
その後、山口理事長を議長に選任し議事に移り、平成28年
度旧土地改良区事業報告を含む8議案について原案通り承認さ
れ、設立総代会は盛会裡に終了した。

この合併は、宮崎県土地改良区統合整備基本計画に基づき、平成15年度から協議が進められ、当初は
各水系単位での統合を目指し推進されていたが、平成26年度にえびの市土地改良区統合推進委員会が発
足し、1市町村ひとつの土地改良区統合を目指して推進を行うこととした。この取組にえびの市の17土
地改良区が合意し、平成29年11月28日に認可を受けてえびの市土地改良区が設立し、地区面積は約
1,000ha、組合員数は約2,400名となった。合併により、これまで土地改良区ごとに行っていた事務手続
きや事業への取組が一本化され、作業負担や費用の軽減が期待される。

事業後のほ場

除幕式の様子

設立総代会の様子
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本会は、更なる効率的な業務遂行のため、組織体制を見直し、次の通り変更しましたのでお知らせ
します。
会員の皆様にはあらゆるご相談、ご要望等ご遠慮なくご活用ください。

本会の組織体制変更のお知らせ
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異 動 者 異 動 後 異 動 前
岡山　賢治 宮崎県土地改良事業団体連合会企画指導監（県より派遣） 宮崎県中部農林振興局農村計画課長
清川　文博 宮崎県土地改良事業団体連合会技術指導監（県より派遣） 宮崎県中部農林振興局農村整備課長
里岡　一樹 総務部総務企画課総務企画係長 総務部会員支援課会員支援係長
遠矢　聡子 副参事補に昇格　総務部総務企画課経理係長 総務部総務企画課経理係長
原田　勝洋 総務部総務企画課経理係副参事補 事業部換地課換地調整担当
森　　洋泰 総務部会員支援課会員支援係長 総務部総務企画課総務企画係長
野㟢　　光 副主幹に昇格　総務部会員支援課会員支援係 総務部会員支援課会員支援係主査
平原　朋和 総務部会員支援課水土里情報係長 総務部会員支援課技術情報係副主幹
清水将太郎 総務部会員支援課水土里情報係技師 総務部会員支援課技術情報係技師
小浦　良一 総務部会員支援課集排管理係長 事業部計画課計画２係長
武田　博幸 総務部会員支援課集排管理係主任 事業部計画課計画１係主任
前田　開勝 総務部会員支援課集排管理係技師 事業部設計課畑かん整備係技師
齋藤　　修 主幹に昇格　総務部会員支援課施設管理係長 総務部会員支援課施設管理係長
西河　喜之 総務部会員支援課施設管理係主査 総務部会員支援課施設管理係主任
竹松　浩司 事業部計画課計画２係長 事業部計画課計画２係副主幹
今村　誠一 副主幹に昇格　事業部計画課計画１係 事業部計画課計画１係主査
坂元　成謙 主幹に昇格　事業部設計課畑かん整備係長 事業部設計課畑かん整備係長
愛甲　達軌 主査に昇格　事業部設計課畑かん整備係 事業部設計課畑かん整備係主任
久米田侑志 事業部設計課畑かん整備係主任 事業部設計課農地整備係主任
竹迫　勝彦 主幹に昇格　事業部設計課農地整備係長 事業部設計課農地整備係長

柏木　友宏 事業部設計課熊本県嘉島町現場監理担当主任
（平成 30年 4月 1日〜 9月 30日） 事業部設計課中部管内現場監理担当主任

日髙　崇司 主幹に昇格　事業部設計課中部管内現場監理担当 事業部設計課児湯管内現場監理担当副主幹
加藤　雅史 事業部設計課児湯管内現場監理担当主任 事業部設計課畑かん整備係主任
宮崎　公暢 事業部設計課北諸県管内現場監理担当技師 総務部南部事務所農村整備課設計２係技師
新地　裕樹 主幹に昇格　事業部換地課換地業務係長 事業部換地課換地業務係長
山口　英明 主幹に昇格　事業部換地課調査測量係長 事業部換地課調査測量係長
山下　大輔 主査に昇格　事業部換地課調査測量係主査 事業部換地課調査測量係主任

神坂　幸夫 副参事に昇格
総務部南部事務所農村整備課長兼換地係長 総務部南部事務所農村整備課長兼換地係長

福重　昭宏 副主幹に昇格　総務部南部事務所農村整備課設計1係 総務部南部事務所農村整備課設計１係主査
小谷　　翔 総務部南部事務所農村整備課設計２係主任 事業部設計課農地整備係主任

水土里ネット宮崎 平成30年度人事異動

定年退職 派遣期間満了 派遣期間満了

平成 29 年度末をもって定年退職・派遣期間を満了いたしました。会員、関係機関の皆様には在職中、
大変お世話になりました。

柳田　正美
（会員支援課多面的機能調整担当）

昭和51年4月入会
42年勤務

小八重　満
（企画指導監）

平成27年4月宮崎県より派遣
3年勤務

益留　重人
（技術指導監）

平成29年4月宮崎県より派遣
1年勤務

〜定年退職者・派遣期間満了者の紹介〜
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